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注 意 事 項 

 

 

 １．問題冊子、解答用紙および貸与六法は、試験開始の指示があるまで開かないでください。 

２．問題は２頁に記載されています。問題冊子の印刷不鮮明、頁の落丁・乱丁および汚れ等に

気付いた場合は、手を挙げて監督員に知らせてください。 

３．下書用紙は一人につき一枚のみ配付します。 

４．ラインマーカー、色鉛筆、修正液等は、問題冊子・下書用紙に使用することを許可します

が、解答用紙に使用した場合は、不正行為とみなすことがあります。 

５．貸与六法への書き込みは、不正行為とみなすことがあります。 

６．試験開始の指示の後、解答用紙表紙の所定欄に、受験番号、氏名を記入してください。受

験番号は正確にていねいに記入してください。読みにくい数字は採点処理に支障をきたす

ことがあるので、注意してください。 

７．試験終了の指示が出たら、すぐに解答を止め、筆記用具を置いてください。終了の指示に

従わず筆記用具を持っていたり解答を続けた場合は、不正行為とみなすことがあります。 

８．試験終了後、問題冊子、下書用紙は持ち帰ってください。 

９．いかなる場合でも、解答用紙は必ず提出してください。 

10．解答用紙に記載の注意事項もあわせて確認してください。 
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 解答は『解答用紙（Ｇ）』を使用してください  

 

問題（80点） 

 

 酪農を主要産業としている甲市には、乳製品の製造加工工場が多い。甲市は、市内の工場で製造加工

された食用乳製品をふるさと納税のお礼品に指定するなど、積極的に酪農と乳製品製造加工業を支援し

ている。甲市は、食用乳製品の安全性を維持するために、甲市の独自の調査研究に基づいて、市内の乳

製品製造加工工場では、必ず月１回のタンク洗浄を行うべきことを条例で定めている（本件条例）。 

 甲市で酪農から食用乳製品の製造・加工・販売まで一貫した事業を営んでいる乙株式会社には、Ａを

代表取締役として、ＢおよびＣの３名の取締役からなる取締役会が設置されている。Ｂが食用乳製品製

造加工工場の工場長を経験したことのある取締役であるのに対し、Ｃは、乙社の酪農部門の使用人出身

の取締役である。 

 Ａは、おもいきって低価格の食用乳製品を売り出し乙社の売り上げを伸ばしたいと考え、そのために

まず徹底したコスト管理に取り組むことにした。そこでＡは、取締役会に「従来業務の見直しによるコ

ストの削減に関する案」を上程し、タンク洗浄の費用を節約するためにこの作業を３ヶ月に１回とする

ことを提案した（本件提案）。その際、Ａ自身は本件条例を知ってはいたが、いまは乙社の業績向上を

優先させるべきと考え、あえて取締役会で本件条例に触れることはなかった。Ｃは、乙社の食用乳製品

製造加工部門の業務にこれまで関与したことはなかったので、本件条例の存在をまったく知らなかった。

取締役会の場で本件条例について発言する者はなく、全員の賛成をもって本件提案は可決された。本件

提案は直ちに実施され、次第にその効果が現れるようになった。乙社は食用乳製品の価格を安く抑える

ことができるようになり、食用乳製品の売り上げは相対的に向上したことが確認された。 

 ところが、その後、乙社の食用乳製品を購入した消費者Ｄが食中毒の症状に陥った。病院での検査お

よび保健所の調査の結果、Ｄの食中毒は、乙社の食用乳製品加工工場内のタンクで増殖した細菌による

ことが判明した。乙社はＤに対して多額の損害賠償金を支払わなければならなくなり、同時に乙社の食

用乳製品は甲市の保健所により全面的に出荷停止を命じられた。 

 以上の事実関係の下、取締役Ａ、ＢおよびＣの会社に対する責任について論じなさい。 

 

 

 

〔以下余白〕 
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